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北
陸
新
幹
線
開
通
を
翌
日
に
控
え
、

鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
中
、
犀
潟
駅
で
は
、

消
え
ゆ
く
『
ほ
く
ほ
く
線
・
特
急
・

は
く
た
か
』
を
見
送
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
吹
雪
が
ひ
と
段
落
し

た
３
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
、
大

潟
町
小
学
校
４
年
生
児
童
78
人
と
犀

潟
地
区
の
住
民
合
わ
せ
て
２
０
０
人

余
り
が
、
犀
潟
駅
に
集
合
、
総
合
事

務
所
の
西
田
所
長
と
北
越
急
行
の
磯

部
運
輸
部
長
か
ら
、
は
く
た
か
が
一

つ
の
役
目
を
終
え
る
に
当
た
り
、
感

謝
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
潟
区
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
か
っ
ぱ
の
お
皿
を
頭
に
着
け
記
念

お知らせ　第116号
発　　行　まちづくり大潟
発行責任者　後藤　紀一
発 行 日　平成27年4月1日
TEL/FAX　534−6810/6815

4月さよなら！　はくたか号
運行最終日。犀潟駅で見送りイベント！

「さみしくなるね」と、手を振りながら、思わず
涙があふれた。

まちづくり大潟	 　534-6810
大潟区総合事務所
　総務班、地域振興班	　534-2111（代）
　産業建設業務窓口班	　534-6803
　市民生活班、税務班	　534-6807
　福  　　祉　　 班 	　534-6805
　教 育 ・ 文 化 班	　534-6808
大潟地区公民館	 　534-4367

問 

合 

せ

《定休日等》
鵜の浜人魚館（毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
体育センター、体操アリーナ
　　　　　　（毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

　大潟区の人口・世帯数（平成27年3月1日現在）
　　　　　9,802人　　3,433世帯

【
今
月
の
三
句
】�

う
の
は
な
句
会
　

藪
椿
風
を
集
め
て
崖
を
抱
く

�

重
原
　
爽
美

包
丁
に
香
り
残
れ
り
蕗
の
茎

�

堀
川
由
紀
子

姿
見
の
う
す
き
埃
や
寒
の
明

�

渡
辺
　
ト
モ

の
手
旗
を
持
っ
た
参
加
者
は
、
ホ
ー

ム
に
出
て
、
は
く
た
か
を
待
ち
ま
し

た
。
黒
井
駅
通
過
の
放
送
が
あ
り
、

次
第
に
近
づ
い
て
き
た
特
急
は
く
た

か
11
号
（
越
後
湯
沢
行
）
は
、
犀
潟

駅
の
手
前
で
減
速
し
、犀
潟
駅
を
ゆ
っ

く
り
と
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
に
溢
れ
る
ば
か
り
の
人
波

が「
あ
り
が
と
う　

特
急
は
く
た
か
」

の
横
断
幕
を
掲
げ
、
手
旗
を
お
お
き

く
振
り
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
声
を

あ
げ
な
が
ら
、
見
送
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、特
急
は
く
た
か
10
号
（
金

沢
行
）
も
見
送
り
、
惜
別
の
思
い
を

強
く
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「ありがとう、はくたか！」長い間の役割を終えて引退する
はくたかに、感謝の気持ちを表した。

「
今
年
は
、
仕
事
（
保
育
士
）
で
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
た
く
さ
ん
体

を
動
か
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
一
年
に

し
た
い
。」「
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
か
ら
脱

す
る
」
と
、
新
年
度
に
向
か
っ
て
張

り
切
っ
て
い
ま
す
！

『
私
の
抱
負
』
２
０
１
５

山田麻未さん
（潟町２区）
平成３年生れ

ま
ち
づ
く
り
大
潟
か
ら
の

大
潟
区
総
合
事
務
所
か
ら
の

日
時　

４
月
24
日（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
～

場
所　

大
潟
コ
ミ
ュ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�

２
階
大
会
議
室

　

ま
ち
づ
く
り
大
潟
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
大
変
良
い
機
会

で
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
是
非
お
い

で
下
さ
い
。

　

市
民
活
動
室
１
は
、
３
月
17
日

か
ら
７
月
20
日
ま
で「
大
潟
か
っ

ぱ
祭
り
実
行
委
員
会
」
の
事
務
所

に
な
る
た
め
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

他
の
会
議
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
会
議
室
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
合
せ　

地
域
振
興
班

ま
ち
づ
く
り
お
お
が
た

　
　

総
会
開
催
の
ご
案
内

大
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

市
民
活
動
室
１
の

利
用
制
限
に
つ
い
て

開催日程　初回4月18日（土）他6回
講　　師　上越市秋陽会　理事　森山志津夫
会　　場　大潟コミュニティプラザ　中会議室
時　　間　午後１時30分〜３時
受 講 料　初回300円　以降200円
申 込 み　大潟区『菊花愛好会』
　　　　　世話人　平原慶孝（犀潟）
　　　　　電話　５３４−２１０６
申込締切　４月10日

『大菊三本仕立』講習会
初心者コースのご案内

月・日 曜日 行事等 問合せ先

4・2 木 いきいきサロン　渋柿浜町内会館 まちづくり大潟

4・8 水

１歳児健診
（受付時間 12:45～13:15、場所 大潟保
健センター、対象 H26年1月～3月生）

福祉班
2.6歳児健診・フッ素塗布
（受付時間 13:00～13:15、場所 大潟保
健センター、対象 H24年7月～10月生）

4・9 木 いきいきサロン　やすらぎの家 まちづくり大潟

4・11 土
えほんのひろば
（時間 10:00～11:00、場所 大潟地区
公民館 2階 和室、対象 幼児～小学生）

大潟地区公民館

4・14 火
１歳６か月児健診
（受付時間 12:45～13:15、場所 大潟保
健センター、対象 H25年7月～9月生）

福祉班

4・15 水 いきいきサロン　下小船津浜町内会館 まちづくり大潟

4・16 木 いきいきサロン　土底浜町内会館 まちづくり大潟

4・18 土
第26回大潟グラウンドゴルフ大会
（時間 8:30～11:30、場所 大潟運
動広場、対象 一般（小学生以上））

ＮＰＯ法人	
おおがたスポー
ツクラブ

4・23 木

いきいきサロン・犀潟町内会 まちづくり大潟

離乳食（初期）相談会
（受付時間 9:15～9:30、場所 大潟
保健センター、対象 H26年11月生）

福祉班
離乳食（中期）相談会
（受付時間 10:15～10:30、場所 大潟
保健センター、対象 H26年9月生）

4・24 金 いきいきサロン　メンズ会 まちづくり大潟

4・28 火 いきいきサロン　上小船津浜町内会館 まちづくり大潟
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人
魚
館
、
新
酒
と
鴨
汁
の
会

　

２
月
14
日
（
土
）「
新
酒
と
鴨
汁
を

楽
し
む
会
」
が
鵜
の
浜
人
魚
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
幸
一
人
魚
館
社
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
西
村
貞
義
人
魚
館
応
援
隊

長
の
乾
杯
の
発
声
と
共
に
賑
や
か
に

宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

蔵
元
の
竹
田
酒
造
・
竹
田
成
典
社
長
、

杜
氏
の
郷
の
薄
波
専
務
か
ら
の
新
酒

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
杯
を
酌
み
交

わ
す
総
勢
54
名
の
楽
し
い
笑
い
声
が

会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た
頃
、
大

き
な
鍋
に
鴨
汁
の
登
場
で
す
。
白
い

湯
気
の
上
が
る
ア
ツ
ア
ツ
の
鍋
か
ら
、

一
杯
一
杯
お
椀
に
注
が
れ
た
鴨
汁
を

す
す
り
、
参
加
者
の
頬
は
見
る
見
る

紅
潮
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

雑
炊
に
姿
を
変
え
た
鴨
汁
の
鍋
は
、

皆
さ
ん
の
胃
袋
に
全
て
収
ま
り
、
楽

し
い
宴
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て
！

潟
町
４
区　

田
中
麻
衣
子
さ
ん

　

取
材
に
伺
っ
て
、
ま
ず
目
に
飛
び
込

ん
だ
ケ
ー
キ
を
見
て
大
感
激
！
「
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
、
ジ
バ
ニ
ャ
ン
」
の
顔
を
あ

し
ら
っ
た
ケ
ー
キ
。『
ま
ち
づ
く
り
大
潟
』

の
プ
レ
ー
ト
付
き
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
の
は
、
５
人

の
娘
さ
ん
の
マ
マ
、
田
中
麻
衣
子
さ
ん

で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
も
と
も
と
料
理
が
大

好
き
で
、
か
わ
い
い
娘
さ
ん
た
ち
の
お

弁
当
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ラ
弁
に
交
じ
っ
て
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ケ
ー
キ
も
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
を
み
て
、
い
つ
か
自
分
も
挑

戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
、
次
女
モ
カ
ち
ゃ
ん
の
誕

生
日
に
あ
わ
せ
て
、
初
め
て
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
先

生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
料
理
サ
イ
ト

や
全
国
の
料
理
好
き
が
発
信
し
て
い
る

ブ
ロ
グ
で
す
。

    

「
細
か
い
細
工
な
ど
大
変
な
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
風
に

し
た
い
と
思
う
イ
メ
ー
ジ
が
自
分
で
形

に
で
き
る
の
で
、
苦
労
し
た
分
、
出
来

上
が
っ
た
時
の
達
成
感
が
大
き
い
」。
と
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

 

節
分
や
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
、
折
々
に

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
評
判
を
聞
い
た
友
達
か
ら
お
誕
生

日
ケ
ー
キ
を
頼
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
腕

を
磨
き
作
り
続
け
た

い
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

スタジオではストレッチから始まり
年齢に即した少人数でレッスンをします。
見学や体験レッスンができますので
ご連絡ください。

―問い合わせ―
土底浜 2982-1
☎025-534-2231

クラシックバレエ・モダンダンス　大潟でバレエを楽しみましょう

バレエパフォーミングアーツバレエパフォーミングアーツバレエパフォーミングアーツ
主宰　柳沢鹿の子

　

２
月
22
日
（
日
）
大
潟
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
第
８
回「
活
動
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
、
後
藤
紀
一
会
長

は
約
40
名
の
参
加
者
を
前
に
ま
ち
づ

く
り
大
潟
は
地
域
が
衰
退
し
な
い
よ

う
住
民
が
一
つ
に
な
っ
て
ま
ち
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。
と
い

う
目
的
で
作
ら
れ
た
住
民
団
体
で
す
。

「
毎
年
一
つ
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

よ
う
」
と
各
部
会
は
一
生
懸
命
努
力

し
て
い
ま
す
。「
活
動
の
歩
み
は
遅
い

が
徐
々
に
成
果
も
出
て
い
ま
す
」。
と

述
べ
、「
今
後
、
更
に
多
勢
の
区
民
が

活
動
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」。
と
言
葉
を
結
び
ま
し
た
。

　

報
告
は
、事
務
局
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

健
康
福
祉
、
教
育
文
化
、
産
業
振
興
、

環
境
の
各
部
会
代
表
が
配
布
資
料
と

ス
ラ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
簡

潔
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
市
の
地
域
活
動
支

援
事
業
を
利
用
し
て
、
カ
ラ
ー
拡
大

複
写
機
の
整
備
。
冊
子
「
わ
た
し
た

ち
の
大
潟
」の
全
戸
配
布
と
講
演
会
、

福
祉
研
修
講
座
の
開
催
な
ど
。

　

ま
た
、「
か
っ
ぱ
祭
り
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
新
春
の
集

い
の
賑
わ
い
。
高
速
道
路
ク
リ
ー
ン

作
戦
の
受
賞
な
ど
の
成
果
報
告
で
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目
の
参
加
と
な
る
大

潟
町
中
学
校
生
徒
会
は
重
点
目
標
の

「
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
る
活
動
」
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

ま
ち
づ
く
り
大
潟
活
動
報
告
会報告会の様子ママの作るケーキが大好き！

中学生の堂々とした発表

今までに作ったケーキの数々

〝佐々木忠さんのギターリサイタル〟

〜バロックからバッハ、そして日本の叙情歌まで〜

〜多くの演奏家を育てた
国際的な経歴をお持ちのアカデミックな演奏家です〜

Tadashi  Sasaki

● 日時・会場：4月19日（日）午後６時開演　樹下美術館
● 会費：大人お一人様 2000円　中学生 1300円
● お申込み：樹下美術館窓口あるいはお電話

025-530-4155でどうぞ

佐々木　忠

東京生まれ。1966年ザールブリュッケン音楽学校ギター教師また、
ジークフリートベーレンドのアシスタントとして渡独。その間ザー
ルブリュッケン国立放送局でソロ、室内楽、オーケストラとの共演
等、放送録音に従事する。1968年パリ国際ギターコンクールに臨
み、日本人初の上位入賞。その後Ｎ．イエペス、Ｊ.トマス、のマ
スタークラスを受講、ケルン音楽大学でリュート科教授Ｍ．シェッ
ファーに師事。同大学卒業後ケルンアーヘン音楽大学でリュート
科、ギター科の教鞭を執る。1973年に同大学の教授に就任し現在に
至つている。世界有数の国際コンクール入賞者、トップレベルの演
奏家また音楽大学教授を輩出している。現代作曲家からの献呈曲も
多い。また、ヨーロッパの主要国際ギターフェスティバルからの招
聘、数多くの国際ギターコンクール審査委員、委員長を歴任、また
ドイツ、ヴァイカースハイム国際音楽祭を主催している。ソロ、室
内楽のＬＰ,ＣＤ録音も数多くある。
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人
魚
館
、
新
酒
と
鴨
汁
の
会

　

２
月
14
日
（
土
）「
新
酒
と
鴨
汁
を

楽
し
む
会
」
が
鵜
の
浜
人
魚
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
幸
一
人
魚
館
社
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
西
村
貞
義
人
魚
館
応
援
隊

長
の
乾
杯
の
発
声
と
共
に
賑
や
か
に

宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

蔵
元
の
竹
田
酒
造
・
竹
田
成
典
社
長
、

杜
氏
の
郷
の
薄
波
専
務
か
ら
の
新
酒

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
杯
を
酌
み
交

わ
す
総
勢
54
名
の
楽
し
い
笑
い
声
が

会
場
を
包
み
ま
し
た
。

　

ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た
頃
、
大

き
な
鍋
に
鴨
汁
の
登
場
で
す
。
白
い

湯
気
の
上
が
る
ア
ツ
ア
ツ
の
鍋
か
ら
、

一
杯
一
杯
お
椀
に
注
が
れ
た
鴨
汁
を

す
す
り
、
参
加
者
の
頬
は
見
る
見
る

紅
潮
し
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

雑
炊
に
姿
を
変
え
た
鴨
汁
の
鍋
は
、

皆
さ
ん
の
胃
袋
に
全
て
収
ま
り
、
楽

し
い
宴
は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て
！

潟
町
４
区　

田
中
麻
衣
子
さ
ん

　

取
材
に
伺
っ
て
、
ま
ず
目
に
飛
び
込

ん
だ
ケ
ー
キ
を
見
て
大
感
激
！
「
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
、
ジ
バ
ニ
ャ
ン
」
の
顔
を
あ

し
ら
っ
た
ケ
ー
キ
。『
ま
ち
づ
く
り
大
潟
』

の
プ
レ
ー
ト
付
き
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
の
は
、
５
人

の
娘
さ
ん
の
マ
マ
、
田
中
麻
衣
子
さ
ん

で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
も
と
も
と
料
理
が
大

好
き
で
、
か
わ
い
い
娘
さ
ん
た
ち
の
お

弁
当
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ラ
弁
に
交
じ
っ
て
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ケ
ー
キ
も
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
を
み
て
、
い
つ
か
自
分
も
挑

戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
、
次
女
モ
カ
ち
ゃ
ん
の
誕

生
日
に
あ
わ
せ
て
、
初
め
て
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
先

生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
料
理
サ
イ
ト

や
全
国
の
料
理
好
き
が
発
信
し
て
い
る

ブ
ロ
グ
で
す
。

    

「
細
か
い
細
工
な
ど
大
変
な
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
風
に

し
た
い
と
思
う
イ
メ
ー
ジ
が
自
分
で
形

に
で
き
る
の
で
、
苦
労
し
た
分
、
出
来

上
が
っ
た
時
の
達
成
感
が
大
き
い
」。
と
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

 
節
分
や
ひ
な
ま
つ
り
な
ど
、
折
々
に

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
評
判
を
聞
い
た
友
達
か
ら
お
誕
生

日
ケ
ー
キ
を
頼
ま
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
腕

を
磨
き
作
り
続
け
た

い
」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

スタジオではストレッチから始まり
年齢に即した少人数でレッスンをします。
見学や体験レッスンができますので
ご連絡ください。

―問い合わせ―
土底浜 2982-1
☎025-534-2231

クラシックバレエ・モダンダンス　大潟でバレエを楽しみましょう

バレエパフォーミングアーツバレエパフォーミングアーツバレエパフォーミングアーツ
主宰　柳沢鹿の子

　

２
月
22
日
（
日
）
大
潟
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
第
８
回「
活
動
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
、
後
藤
紀
一
会
長

は
約
40
名
の
参
加
者
を
前
に
ま
ち
づ

く
り
大
潟
は
地
域
が
衰
退
し
な
い
よ

う
住
民
が
一
つ
に
な
っ
て
ま
ち
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。
と
い

う
目
的
で
作
ら
れ
た
住
民
団
体
で
す
。

「
毎
年
一
つ
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

よ
う
」
と
各
部
会
は
一
生
懸
命
努
力

し
て
い
ま
す
。「
活
動
の
歩
み
は
遅
い

が
徐
々
に
成
果
も
出
て
い
ま
す
」。
と

述
べ
、「
今
後
、
更
に
多
勢
の
区
民
が

活
動
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」。
と
言
葉
を
結
び
ま
し
た
。

　

報
告
は
、事
務
局
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

健
康
福
祉
、
教
育
文
化
、
産
業
振
興
、

環
境
の
各
部
会
代
表
が
配
布
資
料
と

ス
ラ
イ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
簡

潔
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
市
の
地
域
活
動
支

援
事
業
を
利
用
し
て
、
カ
ラ
ー
拡
大

複
写
機
の
整
備
。
冊
子
「
わ
た
し
た

ち
の
大
潟
」の
全
戸
配
布
と
講
演
会
、

福
祉
研
修
講
座
の
開
催
な
ど
。

　

ま
た
、「
か
っ
ぱ
祭
り
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
新
春
の
集

い
の
賑
わ
い
。
高
速
道
路
ク
リ
ー
ン

作
戦
の
受
賞
な
ど
の
成
果
報
告
で
し
た
。

　

今
回
で
２
回
目
の
参
加
と
な
る
大

潟
町
中
学
校
生
徒
会
は
重
点
目
標
の

「
地
域
と
積
極
的
に
関
わ
る
活
動
」
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

ま
ち
づ
く
り
大
潟
活
動
報
告
会報告会の様子ママの作るケーキが大好き！

中学生の堂々とした発表

今までに作ったケーキの数々

〝佐々木忠さんのギターリサイタル〟

〜バロックからバッハ、そして日本の叙情歌まで〜

〜多くの演奏家を育てた
国際的な経歴をお持ちのアカデミックな演奏家です〜

Tadashi  Sasaki

● 日時・会場：4月19日（日）午後６時開演　樹下美術館
● 会費：大人お一人様 2000円　中学生 1300円
● お申込み：樹下美術館窓口あるいはお電話

025-530-4155でどうぞ

佐々木　忠

東京生まれ。1966年ザールブリュッケン音楽学校ギター教師また、
ジークフリートベーレンドのアシスタントとして渡独。その間ザー
ルブリュッケン国立放送局でソロ、室内楽、オーケストラとの共演
等、放送録音に従事する。1968年パリ国際ギターコンクールに臨
み、日本人初の上位入賞。その後Ｎ．イエペス、Ｊ.トマス、のマ
スタークラスを受講、ケルン音楽大学でリュート科教授Ｍ．シェッ
ファーに師事。同大学卒業後ケルンアーヘン音楽大学でリュート
科、ギター科の教鞭を執る。1973年に同大学の教授に就任し現在に
至つている。世界有数の国際コンクール入賞者、トップレベルの演
奏家また音楽大学教授を輩出している。現代作曲家からの献呈曲も
多い。また、ヨーロッパの主要国際ギターフェスティバルからの招
聘、数多くの国際ギターコンクール審査委員、委員長を歴任、また
ドイツ、ヴァイカースハイム国際音楽祭を主催している。ソロ、室
内楽のＬＰ,ＣＤ録音も数多くある。
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北
陸
新
幹
線
開
通
を
翌
日
に
控
え
、

鉄
道
の
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
盛
り
上

が
り
を
見
せ
る
中
、
犀
潟
駅
で
は
、

消
え
ゆ
く
『
ほ
く
ほ
く
線
・
特
急
・

は
く
た
か
』
を
見
送
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

前
日
ま
で
の
吹
雪
が
ひ
と
段
落
し

た
３
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
、
大

潟
町
小
学
校
４
年
生
児
童
78
人
と
犀

潟
地
区
の
住
民
合
わ
せ
て
２
０
０
人

余
り
が
、
犀
潟
駅
に
集
合
、
総
合
事

務
所
の
西
田
所
長
と
北
越
急
行
の
磯

部
運
輸
部
長
か
ら
、
は
く
た
か
が
一

つ
の
役
目
を
終
え
る
に
当
た
り
、
感

謝
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
潟
区
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
か
っ
ぱ
の
お
皿
を
頭
に
着
け
記
念

お知らせ　第116号
発　　行　まちづくり大潟
発行責任者　後藤　紀一
発 行 日　平成27年4月1日
TEL/FAX　534−6810/6815

4月さよなら！　はくたか号
運行最終日。犀潟駅で見送りイベント！

「さみしくなるね」と、手を振りながら、思わず
涙があふれた。

まちづくり大潟	 　534-6810
大潟区総合事務所
　総務班、地域振興班	　534-2111（代）
　産業建設業務窓口班	　534-6803
　市民生活班、税務班	　534-6807
　福  　　祉　　 班 	　534-6805
　教 育 ・ 文 化 班	　534-6808
大潟地区公民館	 　534-4367

問 

合 

せ

《定休日等》
鵜の浜人魚館（毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
体育センター、体操アリーナ
　　　　　　（毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

　大潟区の人口・世帯数（平成27年3月1日現在）
　　　　　9,802人　　3,433世帯

【
今
月
の
三
句
】�

う
の
は
な
句
会
　

藪
椿
風
を
集
め
て
崖
を
抱
く

�

重
原
　
爽
美

包
丁
に
香
り
残
れ
り
蕗
の
茎

�

堀
川
由
紀
子

姿
見
の
う
す
き
埃
や
寒
の
明

�

渡
辺
　
ト
モ

の
手
旗
を
持
っ
た
参
加
者
は
、
ホ
ー

ム
に
出
て
、
は
く
た
か
を
待
ち
ま
し

た
。
黒
井
駅
通
過
の
放
送
が
あ
り
、

次
第
に
近
づ
い
て
き
た
特
急
は
く
た

か
11
号
（
越
後
湯
沢
行
）
は
、
犀
潟

駅
の
手
前
で
減
速
し
、犀
潟
駅
を
ゆ
っ

く
り
と
通
り
過
ぎ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
に
溢
れ
る
ば
か
り
の
人
波

が「
あ
り
が
と
う　

特
急
は
く
た
か
」

の
横
断
幕
を
掲
げ
、
手
旗
を
お
お
き

く
振
り
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
声
を

あ
げ
な
が
ら
、
見
送
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、特
急
は
く
た
か
10
号
（
金

沢
行
）
も
見
送
り
、
惜
別
の
思
い
を

強
く
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「ありがとう、はくたか！」長い間の役割を終えて引退する
はくたかに、感謝の気持ちを表した。

「
今
年
は
、
仕
事
（
保
育
士
）
で
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
た
く
さ
ん
体

を
動
か
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
一
年
に

し
た
い
。」「
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
、
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
か
ら
脱

す
る
」
と
、
新
年
度
に
向
か
っ
て
張

り
切
っ
て
い
ま
す
！

『
私
の
抱
負
』
２
０
１
５

山田麻未さん
（潟町２区）
平成３年生れ

ま
ち
づ
く
り
大
潟
か
ら
の

大
潟
区
総
合
事
務
所
か
ら
の

日
時　

４
月
24
日（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
～

場
所　

大
潟
コ
ミ
ュ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�

２
階
大
会
議
室

　

ま
ち
づ
く
り
大
潟
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
大
変
良
い
機
会

で
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
是
非
お
い

で
下
さ
い
。

　

市
民
活
動
室
１
は
、
３
月
17
日

か
ら
７
月
20
日
ま
で「
大
潟
か
っ

ぱ
祭
り
実
行
委
員
会
」
の
事
務
所

に
な
る
た
め
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

他
の
会
議
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
会
議
室
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
合
せ　

地
域
振
興
班

ま
ち
づ
く
り
お
お
が
た

　
　

総
会
開
催
の
ご
案
内

大
潟
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

市
民
活
動
室
１
の

利
用
制
限
に
つ
い
て

開催日程　初回4月18日（土）他6回
講　　師　上越市秋陽会　理事　森山志津夫
会　　場　大潟コミュニティプラザ　中会議室
時　　間　午後１時30分〜３時
受 講 料　初回300円　以降200円
申 込 み　大潟区『菊花愛好会』
　　　　　世話人　平原慶孝（犀潟）
　　　　　電話　５３４−２１０６
申込締切　４月10日

『大菊三本仕立』講習会
初心者コースのご案内

月・日 曜日 行事等 問合せ先

4・2 木 いきいきサロン　渋柿浜町内会館 まちづくり大潟

4・8 水

１歳児健診
（受付時間 12:45～13:15、場所 大潟保
健センター、対象 H26年1月～3月生）

福祉班
2.6歳児健診・フッ素塗布
（受付時間 13:00～13:15、場所 大潟保
健センター、対象 H24年7月～10月生）

4・9 木 いきいきサロン　やすらぎの家 まちづくり大潟

4・11 土
えほんのひろば
（時間 10:00～11:00、場所 大潟地区
公民館 2階 和室、対象 幼児～小学生）

大潟地区公民館

4・14 火
１歳６か月児健診
（受付時間 12:45～13:15、場所 大潟保
健センター、対象 H25年7月～9月生）

福祉班

4・15 水 いきいきサロン　下小船津浜町内会館 まちづくり大潟

4・16 木 いきいきサロン　土底浜町内会館 まちづくり大潟

4・18 土
第26回大潟グラウンドゴルフ大会
（時間 8:30～11:30、場所 大潟運
動広場、対象 一般（小学生以上））

ＮＰＯ法人	
おおがたスポー
ツクラブ

4・23 木

いきいきサロン・犀潟町内会 まちづくり大潟

離乳食（初期）相談会
（受付時間 9:15～9:30、場所 大潟
保健センター、対象 H26年11月生）

福祉班
離乳食（中期）相談会
（受付時間 10:15～10:30、場所 大潟
保健センター、対象 H26年9月生）

4・24 金 いきいきサロン　メンズ会 まちづくり大潟

4・28 火 いきいきサロン　上小船津浜町内会館 まちづくり大潟




